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For conducting any type of exchanges, economic agents need to acquire the information 
about the goods supplied by the counterpart agents. The purpose of this paper is to 
verify the hypothesis that the money plays an important role of this information 
transmission. For example, under the gold standard system, gold functions as the 
transmission because economic agents can know the quantities and qualities of 
exchanged goods by counting the amount of gold. However, there is no reason this 
function is conducted only by gold. If people consider a rock as the goods that perform 
this function, such a society is based on the rock-standard monetary system. 
Furthermore, even an item that has no intrinsic value as the goods can play this role 
under some conditions. In this sense, the standard system, such as gold standard, and 
fiat money system are theoretically related if we focus on the information transmission 
function because both systems have this function. As gold standard was followed by fiat 
money historically, therefore, fiat money system can be explained as the derived system 














































 それぞれ財 、財 を所有する経済主体（A,B）を考え、A は を提供して を入手し
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はじめに経済が自給自足経済にあるとしよう。A が ではなく を必要とすれば、彼は他
者（この場合は B）に依存することなく を入手する必要がある。つまり A は必要としない










①  ( , 0) 初期点 
②  ( , 0) 所有財を原材料として評価・利用 
③  空白 
④  ( , 0) 原材料（所有財）で所望財を評価 




1 ① ( , 0) 
② ( , 0) 
④( , 0) 




次に A が所有財を手放し、B の保有財と交換する過程を考えよう。いうまでもなく A の
選好は ⋞ であり、B は ⋞ となっていなければならない。逆に言えば ⋞ という選





























                               
 
 
図 3 本位制経済 
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A の行動経路 B の行動経路 A、B の意思決定内容 
① ( , 0) Ⅰ ( , 0) 初期点 
② ( , ) Ⅱ ( , ) 所有財を本位財で評価 
③ ( , 0) Ⅲ ( , 0) 所有財を処分し本位財と入れ替える 
④ ( , ) Ⅳ ( , ) 本位財で所望財を評価 
⑤ ( , 0) Ⅴ ( , 0) 本位財と所望財を入れ替える 
表 3 本位制経済 
 
本位制交換では交換の可能性・意思が本位財 に仮託されて表示される（表 3）。具体的
には以下のような過程を経る。A、B それぞれの初期点は ( , 0)、( , 0)である。A は 終的








認できる。A の行為には「本位財 を所望財 で評価」する行為（④）が含まれており、一
方、B の行為には同じタイミングで「本位財 を所望財 で評価」という行為（Ⅳ）が含ま
れている。 、 とも共通の本位財 によって評価されるため整合的であり、④（Ⅳ）から











れる。つまり A にとっては が、B にとっては が貨幣的な役割を果たす。両者の行動は図
4、表 4 で描写される。ここでは②とⅣ、④とⅡが 45 度線を挟んだ点対称になっていない
                                                  

























図 4 物々交換経済 
 
A の行動経路 B の行動経路 A、B の意思決定内容 
① ( , 0) Ⅰ ( , 0) 初期点 
② ( , ) Ⅱ ( , ) 所有財を所有財自身で評価 
③ ( , 0) Ⅲ ( , 0) 所有財を所有財自身と入れ替える 
④ ( , ) Ⅳ ( , ) 所有財で所望財を評価 
⑤ ( , 0) Ⅴ ( , 0) 所有財と所望財を入れ替える 




える（表 3 の④と表 4 の④の違いに注意せよ）。これを解消するには④とⅣが同じ水平線上
に位置するような操作が必要であり、その一つの方法が複本位制である。 
① Ⅴ( , 0) 
③ ( , 0) 
⑤Ⅰ( , 0) 
Ⅲ( , 0) 
②( , ) 
④( , ) Ⅱ( , ) 





る。つまり、金・銀以外の財についてはそれぞれ図 3 が、金と銀相互については図 4 が当て
はまる経済である。つまり、本位財間の物々交換システムと本位財以外の財の貨幣交換シス
テムが並立している交換システムと言うことができよう。 
図 4 の縦軸において を金、 を銀とする。この二つの財を共通の水平線上に位置させる
ためには(0, )から始まる水平線、あるいは(0, )から始める水平線をそれぞれ上下に平行移
動させて両者を一致させればよい。この平行移動の大きさをそれぞれ 、 とする。ただし
0 、0 とする（ とするのは議論が財空間上に定義された領域を超え
ないことを担保するためである。この制約は次節で除かれる）。両者が一致するのは、 
                             ････(1) 
のときである3。ここから直ちに、 
                         ････(2) 
を得るが、この比率を外生的に決める制度が 複本位制に他ならない。 
ところで(2)は、 
                              ････(3) 
と書くこともできる。このときは、 、 いずれかが計数貨幣化する。たとえば 1、




また、 =１ならば直ちに  を得るので、複本位制は単一財による本位制に
収束する。 
逆に(1)を満たす 、 を見つけられなければ、物々交換経済に逆戻りする。 
 
３－４ 計算貨幣制度・兌換紙幣制度 
 ところで、ある 、 について(2)が一定の値（ , ）で成立しているとする。このとき、
（ , ）に共通の係数αを乗じた（α , ）もまた(2)あるいは(3)を満たすことは明らかで
                                                  
3 図 3 では、 ＝1.5、 ＝0.6 程度であれば一致する。 
4 日本の計数貨幣第一号は 1765 年に当時の田沼政権により発行された明和五匁銀である。これは銀の市
場価値にかかわらず五匁（12 分の 1 両）として通用させることを目指したがほとんど普及しなかった。





ある（図 5）。ここで 、 を満たすように（ , ）と を決めれば、(3)から =  
が得る。これは本質的に(3)と同じであり、（ , ）によって含意される特定の財に対応する
本位制を表す。たとえば上述の金・銀の例では（1,8）である。しかし、 >1 ならば（2,16）、
















図 5 市場比価と公定比価 
図 5 では 、 という制約が置かれていたが、これは所与の財空間の中で表示機
能を共通化させるための仮定であり、そこでは貨幣の機能が何らかの意味で本位財の素材
的価値に依存して決められている5。この条件を（ 、 ）平面に置き換えれば図 6 の影をつ
けた領域になる。換言すれば、現存の財に立脚した貨幣制度を考える限り、経済は（0,1]区
間から離れることはできない。しかし、 、 とは異なり、 、 は表示機能をそろえる
ための操作にすぎないから、公定比価は , を反映する限り（市場の需給状況を反映する限
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図 6 兌換紙幣制度・計算貨幣 
 、 の場合、 = によって決まるF 、F といった点は(0,1]区間の外側に






















（ , ） 

















= =0 だから、(3)から、 












































図 7 保有効果 
４－２ 財空間の仮想空間への拡張 
次に、 0のとき（α 0のとき）にどのような交換が行われるかを考えよう。 















在しない仮想的な財 を考え、原点に配置してみよう（ は仮想的であることを示す）。 
この財を本位財とみなし、かつ、原点の座標表示に注意すれば、そのときの交換過程は図
9、表 6 のように書ける（比較のため、本位制の場合（図 3）の座標も合わせて記入）。 が
仮想の財であることによって、本位制とは異なる現象が生じていることに注意されたい。た
とえば、所有財を仮想的本位財で評価する②では、本位制のもとでは所有財  の貨幣空間
への写像である( , )と点が決まるが、 0の場合、貨幣空間が横軸と一致するから( , 0)
が実現する。同様の現象は仮想的本位財で所望財を評価する④でも生じる。この結果、①＝
① , 0) 
② , 0) 
④( , 0) 










その分だけ資源を節約することができる。このように考えれば、 （図 9 で描写される交
換）は、財には依存しない交換仲介手段が存在する経済を表すと解釈でき、不換紙幣制度を
表象するといえよう。 




























が生じることは周知のとおりである。古くは 19 世紀初頭の地金論争や、マルクスの著作（1858 年「経済
 財に依存しない場合 本位制（図 3） 
① ( , 0) 初期点 ( , 0) 
② 
, ) 
=( , 0) 
所有財を仮想的本位財で評価 ( , ) 
③ ( , 0) 所有財を仮想的本位財と入れ替える ( , 0) 
④ 
( , ) 
=( , 0) 
仮想的本位財で所望財を評価 ( , ) 
⑤ ( , 0) 仮想的本位財と所望財を入れ替える ( , 0) 
① , 0) 
② , ) 
④( , ) 
⑤( , 0) 
③ ( , 0)＝(0, ) 
＝( , )= (0,0) 
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むろん、 も現実の財を評価できるという意味で本位の機能を持つから（原点は 45 度線





























8 Sehgal（2015）は財に裏付けられていない貨幣を soft money と呼び、それが財に裏付けられて貨幣







































（１）価値尺度機能 ⇔ 交換仲介機能 
とそれ以外の任意の財 の物々交換を考える。このとき、 所有者にとって保有財 が
の価値尺度になり、同様に保有財 はそれ以外の任意の財に との物々交換における価値
尺度となる。この二つの物々交換を連続して行えば、結果的に と が交換され、 は双方
の財の価値尺度であり、同時に交換を仲介する。仮に、 が価値尺度機能を持つが交換仲介
機能を持たなければ、 が同時に二か所に位置することになり矛盾する(図 10 参照)。逆に、


















（２）交換仲介機能 ⇔ 価値貯蔵機能 
























    






で の情報を伝えることである。これは長さの尺度 1 ㎝が 50 ㎝を測るとき、1 ㎝が 50 倍






























                                                  
10 Eisler(1933)は価値尺度となる貨幣（bank money）と交換手段となる貨幣（current money）を分離
し両者の間に一定の交換レートを設けるというシステムを提言した。ただし、各国は bank money の交換
レートを固定する。よって、国内でデフレ圧力が生じ current money が bank money より減価すれば
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